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＜連絡事項＞

・皮膚科連絡　浅野秀子様･･･次週皮膚科診察休診のため、再来週の火曜日（２９日）

にスピール膏を貼付してください。木曜日の皮膚科で処置するそうです。

・八木橋牧雄･･･本日、ご家族（兄・大澤俊夫様）との面談実施。主治医より、本人の様子や単身生活に向けての訓練を考えている事を説明し了承されています。アパートでの生活・アパートの保障人なども了承されています。また、治療には定期的な面会も必要である事を説明し、来月１度、清水様とも会い来院するとの事。車に関して廃車との本人の意向もあり、必要な書類をとりにご家族と市役所まで外出されています。単独外出泊承諾書にもサインを頂いています。

・変更となった人事考課表・能力開発カードについて説明しています。

＜服薬自己管理状況、評価改善策＞

・鈴木　茂子様･･･主治医より服薬自己管理導入の指示あり。来週から服薬自己管理を行っていきます。
・五十市　規様･･･9/14朝食後薬声掛けにて服用

　　　　　　　　　　→朝食後薬を忘れていたとの事。

＜安ヶ平Drケースカンファレンス＞

・平　勝利様･･･咳が出ているため、ムコキール（去痰剤）3×1　４日分継続処方となっています。

・三上　勇様･･･ナパゲルン軟膏処方となっています。

生活リズムの回復を促す援助

担当　赤坂

生活リズムの確立

人は通常、生活習慣および生活リズムに基づいて生きており、それらは個人が自分の置かれている社会環境に適応できるよう確立される。つまり、自分の社会的な役割や立場に合わせて１日のスケジュールを組み立て、それに従って行動している。

この事は、特別に意識して行われるものではなく多くの人は自然とスケジュールを組み立て、そのリズムに乗って生活している。

生活リズムの乱れ

　精神に障害をもつ人の中には、自発性の欠如や意欲の減退など疾病による影響のために、生活習慣行動を自ら遂行する事が困難になっていたり、生活リズムを乱してしまう事が多い。特に、朝起きて夜になったら眠るという生活リズム自体が乱れていることもまれではなく、看護者が起こさなければいつまでも床に就いている。日中臥床していて夜間の睡眠が十分に取れない。などはしばしば見られる状態である。

　しかし、極端に言えば患者本人にとってみれば入院している分には困らない状況といえる。そして看護者が積極的な看護を放棄しているとすれば「手の掛からない患者」で片付けられてしまい、ますます生活リズムを回復させにくい状態になる。看護者の日々の声掛けにより、患者は次第に昼夜の区別、生活習慣（食事や入浴の時間など）を把握できるようになって来る。しかし、このような看護者の関わりによってかろうじてリズムを保っている状況は、自立した生活を目指すうえでは望ましい状態とは言えない。

　

生活リズムの回復

　看護者の積極的なかかわりによって、上記状態がある程度回復したと考えられる状態となったら、それが本当に習慣化されているかについて評価が必要となってくる。例えば、看護者が声掛けをしなくても起床したり食事に出てくる、就寝時間には床につき十分に睡眠がとれているかなど、これまでのように他者によって生活スケジュールに合わせられるのではなく、自分自身でできているかを把握する。

　しかし、この評価は一見簡単そうで難しい。実際、単身生活にまでこぎつけた患者が、最初は仕事にも行っていたが次第に入院した時のようなリズムの乱れた生活に戻り、遅刻や無断欠勤が多くなり生活自体が成り立たなくなって再入院してしまうケースも少なくない。このような場合には、何が引き金になったのか、またどのような援助があれば維持できたのかについて再度アセスメントを行い、援助していくことが大切である。

○生活リズムを崩さないため⇒患者様が自立する事が必要。

　　では、『自立する』とはどのような目的があるのか？

　　　　　　↓

　　　病状を安定させる事が目的となる。

　したがって、いつも出来ている事が出来なくなるといった事があった際には、　　背景に病状が動いている可能性もある事を考える必要がある。

　

















































